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一宮中学校での作業

　
８
月
18
日
、
一
宮
町
建
築
技
能
部
会
（
一

宮
町
建
築
組
合
）
に
よ
る
勤
労
奉
仕
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
昭
和
43
年
８
月
か
ら
続
け

ら
れ
て
お
り
、
開
始
当
初
は
、
一
宮
町
内

小
中
学
校
の
教
室
や
備
品
な
ど
の
修
繕
だ

け
を
行
う
も
の
で
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、

平
成
元
年
10
月
か
ら
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

や
障
害
者
の
住
宅
の
改
善
修
理
も
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
蒸
し
暑
い
中
、
メ
ン
バ
ー
は
汗

を
か
き
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
の
作
業
に
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

会場に展示された作品を見る子どもたち

　
８
月
24
日
、
一
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
第
38
回
蜂
城
山
（
は
ち
じ
ょ
う
さ
ん
）

書
道
展
（
一
宮
町
文
化
協
会
書
道
部
・
蜂
城

天
神
社
主
催
）
入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
応
募
作
品
は
７
４
８
点
で
、
「
流

星
」
「
天
高
気
清
」
な
ど
、
多
く
の
作
品
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

神
社
大
賞
　
　
橘
田
　
友
梨（
一
宮
中
３
年
）

浅
間
神
社
賞
　
中
村
　
華
翔（
一
般
）

山
梨
日
日
新
聞
社
賞

　
　
　
　
　
　
石
原
万
里
奈（
一
宮
中
１
年
）

山
梨
放
送
賞
　
広
瀬
　
美
菜（
一
宮
西
小
６
年
）

香
雲
賞
　
　
　
小
島
悠
之
介（
一
宮
南
小
５
年
）

特
別
推
薦
　
　
石
田
あ
ず
み（
一
宮
西
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　
鈴
木
さ
や
か（
一
宮
西
小
３
年
）

青少年の非行問題について語る水谷先生

　
７
月
24
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
「
夜
回
り
先
生
」
の
異
名
を
持
つ
、

水
谷
修
先
生
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
７
月
の
「
青
少
年
非

行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
に

合
わ
せ
、
笛
吹
市
青
少
年
育
成
推
進
協
議

会
の
主
催
で
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
水
谷
先
生
は
、
少
年
少
女
の
非
行
や
薬

物
依
存
問
題
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
や
、

繁
華
街
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
で
５
０
０
０

人
を
超
え
る
青
少
年
を
指
導
し
た
こ
と
な
ど
、

実
体
験
を
交
え
て
講
演
。
参
加
者
は
、
う

な
ず
い
た
り
ハ
ン
カ
チ
で
目
頭
を
押
さ
え

た
り
し
な
が
ら
、
講
演
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　　
７
月
25
日
、
石
和
温
泉
駅
前
に
お
い
て
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
19
団
の
メ
ン
バ
ー
20

人
と
石
和
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
33
人
が
、

地
球
温
暖
化
防
止
早
朝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
早
朝
か
ら

駅
前
に
集
合
し
、
ご
み
を
一
つ
一
つ
拾
い

集
め
て
駅
前
広
場
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
駅
利
用
者
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

手
渡
し
な
が

ら
、
メ
ン
バ

ー
た
ち
が
、

地
球
温
暖
化

防
止
や
二
酸

化
炭
素
の
削

減
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け

る
エ
コ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
し
た
。

パンフレットを配るガールスカウトメンバー

　
８
月
24
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
「
こ
ど
も
ら
く
ご
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
日
の
本
番
に
向
け

て
、
落
語
家
の
林
家
彦
い
ち
師
匠
と
「
ざ
ぶ

と
ん
亭
風
流
企
画
」
の
馬
場
憲
一
さ
ん
か
ら

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
練
習
を
積
ん
で
き
ま

し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
「
ミ
ニ
落

語
」
や
「
創
作
落
語
」
な
ど
を
披
露
。
大
人

顔
負
け
の
見
事
な
落
語
で
、
場
内
を
わ
か
せ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
部
で
は
、
彦
い
ち
師
匠
の
落

語
や
ウ
ク
レ
レ
え
い
じ
さ
ん
の
漫
談
も
あ
り
、

会
場
は
温
か
な
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

笑顔で受賞を報告する村松さん

　
８
月
19
日
、
（
財
）
日
本
体
育
協
会
日
本

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
か
ら
顕
彰
表
彰
を

受
け
た
こ
と
を
荻
野
市
長
に
報
告
す
る
た
め
、

一
宮
町
在
住
の
村
松
敏
子
さ
ん
が
市
役
所

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
指
導
・
育
成
に
貢
献
し
、
特

に
顕
著
な
功
績
の
あ
る
登
録
指
導
者
を
顕

彰
す
る
も
の
で
す
。

　
村
松
さ
ん
は
、
一
宮
体
操
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
設
立
に
尽
力
し
、
指
導
者
と
し
て

子
ど
も
た
ち
の
心
身
健
全
育
成
に
努
め
、

ま
た
、
指
導
者
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
高
く

評
価
さ
れ
た
こ
と
が
、
今
回
の
表
彰
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

御垢離取り

　
８
月
23
日
、
御
坂
町
の
下
黒
駒
天
神
社

に
お
い
て
、
伝
統
の
下
黒
駒
区
石
尊
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
雨
ご

い
や
五
穀
豊
穣
、
厄
（
や
く
）
除
け
を
祈

願
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
祭
り
の
一
番
の
山
場
で
あ
る
「
御
垢
離

取
り
（
お
こ
り
と
り
）
」
で
は
、
ふ
ん
ど

し
を
し
め
た
大
勢
の
若
者
が
、
神
社
境
内

の
堀
に
い
っ
せ
い
に
飛
び
込
み
、
水
を
浴

び
せ
合
い
ま
し
た
。
こ
の
水
を
浴
び
る
と

厄
除
け
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
堀
の

周
り
は
、
水
を
浴
び
よ
う
と
集
ま
っ
た
人

た
ち
で
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

寝そべるお母さんが登場した小ばなしも

市消防本部職員から指導を受ける地元消防団員

　
８
月
31
日
、
笛
吹
市
総
合
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
、
行
政
区
の
訓
練
内
容
を
統
一

す
る
と
と
も
に
、
市
や
各
行
政
区
な
ど
が

連
携
し
、
被
災
時
を
想
定
し
た
実
践
的
な

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
行
政
区
で
は
、
避
難
訓
練
や
消
火
器

に
よ
る
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
救

命
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
石
和
町
唐
柏
地
区
で
は
、
市
消
防
本
部

職
員
に
よ
る
A
E
D
や
心
肺
蘇
生
法
の
説

明
が
行
わ
れ
、
訓
練
に
参
加
し
た
住
民
は

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
宮
城
・
岩
手
内
陸
地
震
な
ど
の

大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
、
参
加
者
の

訓
練
に
も
よ
り
力
が
入
り
ま
し
た
。
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荻野勇夫会長

役
　
　
職

地
　
　
区

氏
　
　
名

会
長

石
和
町
井
戸

荻

野

勇

夫

深

澤

照

彦

浅

川

朝

世

早
　
川
　
今
朝
義

鈴

木

一

仁

荻

原

　

智

石

原

俊

夫

赤

岡

勝

廣

青

柳

良

雄

丸

山

敏

男

保

坂

康

彦

鈴

木

正

美

雨
　
宮
　
　
　
覚

岩
　
間
　
　
　
郎

梶
　
原
　
　
久
仁

鈴

木

正

人

弦
　
間
　
　
　
晃

宮

川

陽

一

駒
　
井
　
　
　
勤

椚
　
　
　
正
　
夫

堀

内

　

　

鎮

目

和

雄

里

　

勲

雄

岩

間

篤

男

有

馬

　

満

久
保
田
　
直
　
胤

丹

澤

勝

仁

五

味

　

正

渡

辺

常

富

矢
　
崎
　
眞
由
美

久
保
田
　
武
　
男

岩

澤

良

幸

山

本

協

子

古

屋

始

芳

山

本

武

志

　

根

英

機

松

澤

隆

一

宮

川

良

平

会
長
職
務
代
理

境
川
町
小
山

農
地
部
長

御
坂
町
二
之
宮

農
地
副
部
長

一
宮
町
金
田

農
政
部
長

八
代
町
北

農
政
副
部
長

春
日
居
町
寺
本

石
和
町
中
川

石
和
町
松
本

石
和
町
唐
柏

石
和
町
砂
原

石
和
町
広
瀬

御
坂
町
夏
目
原

御
坂
町
大
野
寺

御
坂
町
金
川
原

御
坂
町
上
黒
駒

御
坂
町
下
野
原

御
坂
町
上
黒
駒

御
坂
町
成
田

一
宮
町
東
新
居

一
宮
町
下
矢
作

一
宮
町
市
之
蔵

一
宮
町
坪
井

一
宮
町
上
矢
作

一
宮
町
末
木

一
宮
町
小
城

八
代
町
南

八
代
町
増
利

八
代
町
竹
居

八
代
町
高
家

八
代
町
南

境
川
町
三
椚

境
川
町
藤
垈

境
川
町
寺
尾

春
日
居
町
別
田

春
日
居
町
鎮
目

春
日
居
町
徳
条

春
日
居
町
桑
戸

芦
川
町
鶯
宿

県大会で優勝を飾った金田チーム

県大会で3位入賞した小石和チームの試合

　
８
月
２
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ

ー
ツ
公
園
を
会
場
に
、
「
第
４
回
笛
吹
市
子

ど
も
ク
ラ
ブ
親
善
球
技
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
各
地
区
を
勝
ち
抜
い
た
18

チ
ー
ム
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
６
チ
ー
ム
・

ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
12
チ
ー
ム
）

が
参
加
し
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
16
日
に
は
、
笛
吹
市
を
会

場
に
「
第
37
回
山
梨
県
子
ど
も
ク
ラ
ブ
親

善
球
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
部
で
は
市
代
表
の
金
田
（
一
宮
）

が
優
勝
、
二
之
宮
（
御
坂
）
が
準
優
勝
。

ま
た
、
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

で
は
小
石
和
（
石
和
）
が
３
位
と
、
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　
両
大
会
の
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

笛
吹
市
子
ど
も
ク
ラ
ブ
親
善
球
技
大
会

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　
優
　
勝
　
二
之
宮
（
御
坂
）

　
準
優
勝
　
金
田
（
一
宮
）

　
３
　
位
　
小
黒
坂
（
境
川
）・
南
（
八
代
）

○
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　
優
　
勝
　
日
の
出
（
石
和
）

　
準
優
勝
　
小
石
和
（
石
和
）

　
３
　
位
　
坪
井
（
一
宮
）

　
　
　
　
　
下
井
之
上
（
御
坂
）

山
梨
県
子
ど
も
ク
ラ
ブ
親
善
球
技
大
会

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　
優
　
勝
　
金
田
（
一
宮
）

　
準
優
勝
　
二
之
宮
（
御
坂
）

○
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　
３
　
位
　
小
石
和
（
石
和
）

　新潟県の北東部に位置し、県

都新潟市から約40㎞、東には

飯豊（いいで）連峰が、西には日

本海が広がっています。

調印の後、握手する両市長と関係者

　
８
月
19
日
、
市
役
所
で
新
潟
県
胎
内
市
（
た
い
な
い
し
）

と
笛
吹
市
に
よ
る
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に

被
災
し
た
市
の
要
請
に
こ
た
え
、
応
急
対
策
や
復
旧
対
策

を
円
滑
に
行
う
た
め
の
協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

荻野市長と吉田市長による調印

　
新
潟
県
胎
内
市
（
旧
中
条
町
）
は
、
旧
境

川
村
時
代
か
ら
友
好
関
係
に
あ
り
、
現
在
も

特
産
品
な
ど
の
物
産
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
今
回
の
協
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
胎
内
市
か
ら
吉
田
市
長
や
議
会

関
係
者
な
ど
６
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
荻
野

市
長
、
中
村
市
議
会
議
長
ら
笛
吹
市
関
係
者

と
と
も
に
調
印
式
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

　
笛
吹
市
が
県
外
自
治
体
と
災
害
時
の
相
互

応
援
協
定
を
結
ぶ
の
は
、
昨
年
締
結
し
た
千

葉
県
館
山
市
に
続
い
て
２
つ
目
の
自
治
体
で

す
。

■
主
な
応
援
の
内
容

①
応
急
復
旧
に
必
要
な
物
資
、
資
機
材

お
よ
び
車
両
の
提
供

②
食
料
、
飲
料
水
、
そ
の
他
生
活
必
需

品
な
ど
の
物
資
と
そ
の
供
給
に
必
要

な
資
機
材
お
よ
び
車
両
の
提
供

③
被
災
者
を
一
時
的
に
収
容
す
る
た
め

の
施
設
の
提
供

④
応
援
の
実
施
に
必
要
な
職
員
の
派
遣

⑤
災
害
救
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
斡
旋
（
あ

っ
せ
ん
）

⑥
児
童
・
生
徒
の
受
け
入
れ

⑦
そ
の
他
、
要
請
の
あ
っ
た
事
項

おいしいやきそばが大人気（一宮）

しゅり剣を投げて遊ぶ忍者コーナー（石和）

　
８
月
８
日
、
一
宮
児
童
館
と
一
宮
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
夏
祭
り
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
祭
り
は
、
一
宮
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
の
小
学
３
年
生
が
中
心
に
な
り
、
お
も

ち
ゃ
を
手
作
り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
協
力
し
て
開
い
た
も
の
で
す
。
会
場
に
は
、

く
じ
引
き
や
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、
お
ば
け
屋

敷
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
や
き
そ
ば
や
か
き
氷
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
友
だ
ち

と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
８
月
22
日
に
は
、
石
和
は
な
ぶ
さ
ふ
れ

あ
い
児
童
館
で
夏
祭
り
が
開
か
れ
、
会
場

に
は
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
や
親
子

連
れ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
手
作
り
し
た
お
も
ち
ゃ

を
使
っ
て
、
射
的
、
ヨ
ー
ヨ
ー
、
輪
投
げ
、

忍
者
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
作
ら
れ
、
ど
の
コ

ー
ナ
ー
も
、
順
番
待
ち
の
子
ど
も
た
ち
の

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。
忍
者

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
手
作
り
の
し
ゅ
り
剣
を
、

城
に
見
立
て
た
箱
の
穴
の
中
に
投
げ
入
れ

て
遊
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
綿
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
、
受
け
取
っ
た
綿
菓
子
を

お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。



　　
地
方
の
借
金
残
高
は
、
平
成
20
年
度
末

で
１
９
７
兆
円
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
年
間
返
済
額
は
13
兆
円
を
超
え
、

そ
の
一
部
を
将
来
の
交
付
税
を
担
保
と
し

た
借
金
で
調
達
し
て
い
ま
す
。

　　
合
併
し
た
地
方
の
市
町
村
は
、
さ
ら
に

深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
合
併
特

例
措
置
が
終
了
す
る
と
、
主
要
な
財
源
の

一
つ
で
あ
る
普
通
地
方
交
付
税
が
大
幅
に

減
る
た
め
で
す
。

　
あ
く
ま
で
も
試
算
で
す
が
、
笛
吹
市
の

平
成
33
年
度
の
地
方
交
付
税
は
平
成
20
年

度
よ
り
約
27
億
円
減
り
、
臨
時
財
政
対
策

債
を
含
め
た
実
質
交
付
税
は
約
31
億
円
の

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。（
図
１
）

　
財
源
が
減
っ
て
も
医
療
や
福
祉
・
介
護

に
係
る
経
費
は
、
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
平
成
14
年
度
か
ら
19
年
度
の
５
年

間
で
、
児
童
手
当
や
生
活
保
護
、
高
齢
者

や
障
害
者
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
係
る
扶

助
費
は
２
倍
に
な
り
ま
し
た
。（
図
２
）

　
ま
た
、
社
会
保
険
に
係
る
経
費
も
増
加

傾
向
に
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保

健
医
療
や
介
護
保
険
事
業
の
特
別
会
計
の

歳
出
総
額
は
毎
年
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

平
成
33
年
度
ま
で
に
、
現
在
よ
り
歳
出
を

減
ら
す
か
、
税
収
を
増
や
す
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
今
か
ら
改
革
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

日曜日にも市役所本庁窓口を開設

　
人
材
育
成
、
組
織
再
編
、
民
間
委
託
を
進

め
計
画
的
に
定
員
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
平

成
17
年
度
の
職
員
数
７
５
７
人
を
３
年
間
で

74
人
削
減
し
、
累
計
で
11
・
２
億
円
の
財
政

効
果
を
得
ま
し
た
。

　
ス
リ
ム
で
魅
力
的
な
市
役
所
実
現
に
向
け

て
改
革
が
進
ん
で
い
ま
す
。（
図
３
）

　
日
曜
窓
口
の
実
施
、
証
明
書
自
動
交
付
機

の
導
入
、
総
合
案
内
の
設
置
に
よ
り
、
市
民

が
市
役
所
を
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
公
共
関

与
の
あ
り
方
を
検
証
し
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
18
年

度
か
ら
19
年
度
の
２
年
間
で
新
た
に
39
の

公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
、
累
計
で
１
・
２
億
円
の
財

政
効
果
を
得
ま
し
た
。

　
市
長
へ
の
手
紙
、
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
の

声
を
市
政
に
反
映
で
き
る
仕
組
み
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。

　　
昇
任
・
昇
格
試
験
の
導
入
、
行
政
計
画
の

目
標
の
数
値
化
、
財
政
状
況
の
公
表
等
24
項

目
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し

た
改
革
に
よ
り
３
年
間
で
12
億
円
の
経
費
が

節
減
で
き
ま
し
た
。

　
滞
納
処
分
や
自
主
納
税
へ
の
意
識
を
高
め

る
啓
発
活
動
な
ど
、
市
税
徴
収
に
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
が
、
３
年
間
で
納
税
率
２
％
向

上
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
今
後
と
も
、
税
負
担
公
平
の
た
め
に
も
幅

広
い
徴
収
対
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
施
策
の
成
果
を
検
証
し
、
市
民
が
本
当
に

必
要
な
施
策
に
財
源
を
重
点
配
分
で
き
る
よ

う
、
総
合
計
画
と
予
算
編
成
が
連
動
し
た
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
の
財
政
健
全
化
法
が
平
成
21
年
４

月
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
自
治
体
の

財
政
状
況
を
判
断
す
る
健
全
化
４
指
標
が
一

定
の
水
準
を
超
え
た
自
治
体
は
財
政
健
全
化

計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
た
め
、「
形

式
上
」
破
た
ん
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
、
第
１
次
笛
吹
市
総
合

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り

が
本
格
化
す
る
と
、
一
時
的
に
財
政
支
出
が

ふ
く
ら
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
健

全
化
４
指
標
を
注
視
し
、
将
来
の
世
代
へ
の

負
担
を
増
や
さ
な
い
よ
う
、
さ
ら
な
る
改
革

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
財
政
課
　
行
政
改
革
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

市長と直接語り合う「市民ミーティング」



高家団地
（八代）

上平井第一団地
（石和）

団地名

鉄骨
３階

鉄骨
４階

構造

約80㎡

約84㎡

床面積

6・8・8
LDK

6・6・8
LDK

間取り

６戸

３戸

募集
戸数

平成 9

平成10

建設
年度

53,000円

63,000円

家　賃

　
空
室
の
あ
る
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
入
居
資
格

○
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

○
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
こ
と

○
世
帯
を
構
成
し
て
い
る
こ
と

　
（
世
帯
を
構
成
し
て
な
く
て
も
、
申
し
込

み
時
に
婚
約
中
で
「
婚
約
承
諾
書
」
が

提
出
で
き
、
契
約
時
に
新
戸
籍
謄
本
ま

た
は
婚
姻
届
け
受
理
証
明
書
を
提
出
で

き
る
方
は
申
し
込
み
可
能
で
す
）

○
市
内
在
住
で
、
年
間
所
得
２
４
０
万
円
以

上
の
収
入
が
あ
り
、
家
賃
そ
の
他
の
市
営

住
宅
に
係
る
債
務
を
保
証
す
る
能
力
が

あ
る
連
帯
保
証
人
を
立
て
ら
れ
る
こ
と

　
（
現
在
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
方
や

入
居
予
定
者
は
、
連
帯
保
証
人
に
は
な

れ
ま
せ
ん
）

○
日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
は
永
住
許

可
な
ど
を
受
け
て
い
る
外
国
人
で
あ
る
こ
と

○
法
で
定
め
る
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

（
所
得
月
額
20
万
１
円
以
上
60
万
１
０
０

０
円
以
内
）

○
入
居
申
込
者
や
同
居
者
、
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

■
入
居
上
の
注
意
点

　
入
居
し
た
場
合
、
各
団
地
の
自
治
会
に
入

会
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
家
賃
以
外

に
自
治
会
費
・
共
益
費
な
ど
が
か
か
り
ま
す
。

（
団
地
ご
と
に
異
な
り
ま
す
）

■
書
類
配
布
場
所

管
理
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
で
、
申

し
込
み
に
必
要
な
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
電
話
で
は
入
居
の
お
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
建
設
部
　
管
理
総
務
課
　
総
務
住
宅
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
２

　
ま
た
は
各
支
所
地
域
課

視察メンバーからはさまざまな質問が

　
市
で
は
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
、
石
和

第
三
保
育
所
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
従
来
を
超
え
る
数

の
園
児
が
入
所
し
て
い
る
同
保
育
所
へ
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
視
察
者
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

　
８
月
12
日
に
は
、
長
野
県
箕
輪
（
み
の

わ
）
町
の
副
町
長
ほ
か
担
当
者
３
名
が
、

同
保
育
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
視
察
メ
ン
バ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
が
園

庭
で
元
気
よ
く
遊
ん
だ
り
、
ミ
ニ
プ
ー
ル

で
は
し
ゃ
い
だ
り
し
て
い
る
姿
に
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
が
随
所
に
行
き
渡
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
「
手
作
り
お
や
つ
」

や
、
「
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
完
全
給
食
」

に
も
、
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
保
育
所
運
営
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
や
苦
情
に
対
す
る
素
早
い
対
応
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
箕
輪
町
で
は
、
保
育
所
の
建
物
が
老
朽

化
し
て
お

り
、
建
て

替
え
と
同

時
に
指
定

管
理
の
導

入
を
検
討

し
て
い
る

た
め
、
今

回
、
視
察

に
訪
れ
た

そ
う
で
す
。

　平成16年度から実施されている「市政クイックアンサー制度」は、皆さんから市に寄せ
られた質問に、短期間で明確な回答や見解を示す制度です。
　これは、皆さんへの情報提供や行政の説明責任、また、市民の皆さんの声を行政へ反映す
るために実施しているもので、質問に対しては、土日・祝日・年末年始などを除き、原則と
して7日間以内にお答えします。
　ただし、市の業務でないものや、私的な内容、個人の誹謗（ひぼう）中傷やプライバシーを侵害する恐
れのあるものなど、制度の対象とならないものもあります。
　また、ご質問を寄せられた方の氏名や連絡先が確認できない場合は、回答ができませんので、回答を希
望される場合は、必ず氏名・住所・連絡先をお知らせください。

■問合せ先　経営政策部　経営企画課　☎�0 5 5（ 2 6 2 ）4 1 1 1

　インターネット公売とは、市が税金滞納者から差し押さえた財産(動産・不動産など)を、
国税徴収法などにのっとり、Ｙａｈｏｏ！オークションインターネット公売システムを利用

して売却し、滞納市税への充当を行うものです。
　公売への参加については、市ホームページでお知らせしますので、参加ご希望の方(財産を買いたい方)
はご覧ください。

○参加申込期間　１０月 ２日(木)～１６日(木)�

○入札期間　　　１０月２２日(水)～２４日(金)�

■問合せ先
　総務部　収税課　収納担当
　☎０５５(２６２)４１１１

※�①の電気料には、基本料金6,825円が含まれています。
■問合せ先　保健福祉部　児童課　児童家庭担当　☎�0 5 5（ 2 6 1 ）1 9 0 4

　
今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
御
坂
児
童
セ

ン
タ
ー
で
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
よ
る
発

電
と
環
境
保
護
に
対
す
る
啓
発
を
目
的
と
し

て
、「
独
立
行
政
法
人
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）」
と
の
共
同

研
究
で
、
太
陽
光
発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
発
電
設
備
は
、
今
後
４
年
間
、
新
素

材
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
発
電
デ
ー
タ
を
集
計

し
、
報
告
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
施
設
整
備

費
の
２
分
の
１
の
補
助
を
受
け
て
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー
遊
戯
（
ゆ
う

ぎ
）
室
に
設
け
た
表
示
板
で
、
発
電
量
を
確

認
で
き
ま
す
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
、
日
本
の
産
業
技
術
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
技
術
の
研
究
開
発
や
そ
の
普

及
を
推
進
す
る
、
研
究
開
発
実
施
機
関
で
す
。

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の

開
発
と
、
実
証
試
験
、
導
入
助
成
な
ど
の
導

入
普
及
を
積
極
的
に
行
い
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
拡
大
と
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
、
海
外
に
お
け
る
技

術
の
実
証
な
ど
を
推
進
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
と
地
球
環
境
問
題
の
解
決
に
も
貢

献
し
て
い
ま
す
。

発電状況表示板

ソーラーパネル全景

4� 18,012円���(545ｋｗｈ)� 14,610円(660ｋｗｈ)� 3,402円

5� 25,289円���(844ｋｗｈ)� 18,032円(789ｋｗｈ)� 7,257円

6� 21,485円���(679ｋｗｈ)� 15,488円(697ｋｗｈ)� 5,997円

7� 22,220円���(691ｋｗｈ)� 12,795円(538ｋｗｈ)� 9,425円

8� 30,506円(1,022ｋｗｈ)� 12,040円(499ｋｗｈ)� 18,466円

①各月の使用電気料
(使用電力量)

②太陽光発電による電力を
電力会社へ売却した収入

（発電電力量）
①－②＝差し引き電気料月



華道・絵画・俳句・短歌・川柳・陶芸・盆栽・郷土研究・
彫金・一般応募作品など10月31日（金）

～11月2日（日） 作品展示
午前９時～午後６時

（２日は午後３時まで）

スコレーセンター１階�
ロビー　集会室

日本刀保存研究・写真・書道2階アートギャラリー

11月２日（日）
囲碁大会

表彰式

午前10時～午後４時

午後３時～３時30分

囲碁・一般参加スコレーセンター１階�会議室

スコレーセンター２階�資料展示室 文化祭優秀作品表彰

茶道スコレーセンター１階�ロビー

邦楽・三味線・コーラス・マンドリン・舞踊・朗読
詩舞吟詠・石和第２保育所・富士見小学校・石和中学校

スコレーセンター１階
集会室

スコレーダンス・一般参加者スコレーセンター1階�集会室

11月３日(月)

お茶会

芸能
フェスティバル

ダンスパーティー

ダンスパーティー

午前10時～午後４時30分

午後１時～４時30分

午後６時30分～９時

作品部門では１０月１０日(金)まで作品募集をしています。
■応募資格　石和町に在住(勤務)している方
■問合せ先　石和町文化協会　展示部門責任者　筒井
　　　　　　☎０５５(２６２)３６９７
■応募・問合せ先
　　　　　　市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当
　　　　　　☎０５５(２６１)３３３９

素晴らしい作品の数々昨年の市文化祭作品展示

11月8日（土）

11月8日（土）・
9日（日）

11月1日（土）・
2日（日）

開祭式

芸能発表会

お茶会

バザー

作品展示

菊花展

午前９時～

午前９時30分～

午前９時～午後４時

午前10時～

御坂西小体育館

御坂西小体育館

農村センター�和室

農村センター�ロビー

コーラス・舞踊・吟詠・大正琴・民謡

茶道

消費生活研究会

押し花・絵画・華道・郷土研究・古文書・書道・写真
手芸・川柳・短歌・俳句・ちぎり絵・陶芸・版画・盆栽など

農村センター午前９時～午後５時
（９日は午後３時まで）

菊花

囲碁

社交ダンス

学びの杜みさか前

農村センター�和室

農村センター�ホール

親善囲碁大会11月９日（日）

11月１日（土）

午前９時～午後５時
（２日は午後２時まで）

午前９時～

午後７時～

■問合せ先　一宮支所　地域課　文化祭担当　☎０５５３(４７)１１１１

文化協会表彰
芸能発表開会式

（コーラス･詩吟・筝曲《そうきょく》・舞踊・郷土史・
保育園太鼓部・中学校ブラスバンド）

いちのみや桃の里
ふれあい文化館
多目的ホール

水石いちのみや桃の里ふれあい文化館

絵画・華道・郷土史・写真・書道・菊花・川柳・短歌・俳句・
福寿会・保育園部会・パッチワーク

いちのみや桃の里
スポーツ公園

参加資格：町内居住者（小・中学生を含む）、勤務者

参加資格：町内居住者（一般･学生を含む）、勤労者

茶道部

いちのみや桃の里
ふれあい文化館�和室

いちのみや桃の里
ふれあい文化館�会議室

いちのみや桃の里
ふれあい文化館�和室

11月３日（月）

開会式典
芸能発表

作品展示

囲　碁

将　棋

お茶会

午前９時～

午前９時～午後３時30分

午前９時受付
午前９時30分開始

午前９時～午後４時

午前10時～午後３時

作品発表や芸能発表に参加希望の方は、１０月末までにご連絡ください。
■応募先　　八代町文化協会会長　金井芳智　☎０５５(２６５)２３２６
■問合せ先　八代総合会館　文化祭担当　☎０５５(２６５)４０１１

※１１月２日が雨天の場合、体育大会は翌日に延期　　■問合せ先　境川総合会館　文化祭担当�☎０５５(２６６)２０１４

俳句・川柳・書道・美術・写真・短歌・華道・陶芸・パッ
チワーク・ちぎり絵・レザークラフト・フラワーデザ
イン・絵手紙・小、中、保育園作品

詩吟・舞踊・コーラス・大正琴・歌謡・ダンス
伝統文化こども日本舞踊

一般参加自由

一般参加自由

一般、小・中学生　参加自由

11月8日（土）・
9日（日）

11月9日（日）

10月10日（金）
～12日（日）

11月下旬

作品展示

合同発表

囲　碁

茶　道

将　棋

盆栽展

軽音楽の夕べ

午前９時～午後３時30分

午前９時～午後４時

午前10時～午後４時

午後１時開始

午前９時～午後５時

午後７時予定

若彦路ふれあいセンター

八代総合会館

碁会所

八代総合会館

若彦路ふれあいセンター

若彦路ふれあいセンター

八代総合会館

午前８時20分～午後３時

俳句・短歌・川柳・絵画・書道・写真・盆栽・茶道・囲碁・
陶芸・手芸・押花・きり絵・煎茶道・絵手紙・かな書道・
その他団体

境川スポーツセンター
体育館

一般参加自由境川総合会館

詩吟・邦楽・舞踊・大正琴・コーラス・その他団体境川スポーツセンター体育館

境川スポーツセンター体育館 文化功労者　文化協会表彰　文化祭優秀作品表彰

一般町民・体協・保育園・小中学校・消防団・朗和会など境川スポーツセンターグラウンド

11月1日（土）・
2日（日）

11月2日（日）

11月1日（土）

作品展示

囲碁大会

芸能発表

表彰式

体育大会

午前９時～午後５時
（2日は午後２時30分まで）

午前９時～午後５時

午後１時～午後４時

午前11時30分

■問合せ先　春日居支所　地域課　文化祭担当　☎０５５３(２６)３１１１

10月15日（水） 作品展

作品展

午前９時～午後３時 盆栽・山野草あぐり情報ステーション

あぐり情報ステーション

絵画・写真・短歌・川柳・郷土研究・さわやか学級あぐり情報ステーション１階

あぐり情報ステーション１階

華道・保育園2階会議室�農業体験室

午前９時～午後５時
（26日は午後４時まで）

10月24日（金）～
26日（日）

文化祭優秀作品表彰午前９時～開会セレモニー

囲碁・将棋大会 午前10時～午後４時 福祉会館2階第2・第3会議室 囲碁・将棋・一般参加

詩吟･舞踊･民謡･民踊
吟剣詩舞･コーラス･郷土芸能･大正琴･箏曲･朗読

10月24日（金）

10月26日（日） 舞台発表
午前９時30分～
午後４時45分

いちのみや桃の里ふれあい文化館多目的ホール

いちのみや桃の里ふれあい文化館視聴覚室 朗読

いちのみや桃の里ふれあい文化館 水石

写真・絵画・書道・短歌・俳句・川柳・華道・手芸・陶芸・
盆栽・郷土研究・切り絵・ちぎり絵・押し花・絵手紙

いちのみや桃の里
ふれあい文化館和室

11月15日（土）

11月15日（土）

11月15日（土）・

16日（日）

11月15日（土）

11月16日（日）

11月16日（日）

11月15日（土）

11月16日（日）

開祭式

朗　読

作品展示

囲碁大会

茶　会

お茶会

吟剣詩舞道

音　楽

舞　踊

午前９時～９時３０分

午前10時～２時

午前10時～午後４時30分

午前９時～午後３時

午前９時30分～午後４時

午前10時～午後３時

午前10時～午後３時

午前10時～午後１時30分

午後２時～５時

午前９時～午後２時

いちのみや桃の里
スポーツ公園体育館

いちのみや桃の里スポーツ公園体育館会議室

茶道

煎茶道

吟剣詩舞道

コーラス・マンドリン・三味線・筝曲・邦楽・軽音楽・民謡等

舞踊

いちのみや桃の里
ふれあい文化館
多目的ホール

■問合せ先　市教育委員会　生涯学習課　笛吹市文化祭担当（橋爪・野　・武川）　☎０５５(２６１)３３３９

※各催し物の開催時間やダンスパーティー(１１月１日)の詳細については、お問い合わせください。
■問合せ先　御坂支所　地域課　文化祭担当　☎０５５(２６２)２２７１

午後０時30分開始

部門など日　程 催し物 時　間 会　場

部門など日　程 催し物 時　間 会　場

部門など日　程 催し物 時　間 会　場

部門など日　程 催し物 時　間 会　場

部門など日　程 催し物 時　間 会　場

部門など日　程 催し物 時　間 会　場

部門など日　程 催し物 時　間 会　場



　職場部会では、市内審議会への女性登用率や、市の子育て支

援の実態について調べました。

■市内審議会について

　資料をもとに、女性登用の実態を調査しました。人数・選出

方法などを検証し、市長・教育長あてに女性登用率向上の申し

入れをしました。

■子育て支援について

　市が発行した「子育てガイドブック」を、“輝け男女� 笛吹プラン”と照らし合わせながら学習しまし

た。その結果、ファミリーサポートセンター・学童保育事業などのさまざまな制度と、笛吹プランに関

連性があることが分かりました。しかし、利用者にとって、制度が利用しやすいかどうかは、疑問が残

ります。

　また、「今後、利用実態を調査し、男女共同参画推進条例にうたい込んでいく必要があるのではない

か」という意見も出されました。

　職場部会では、今後は、市民に対して男女共同参画をより推進していきたいと考え、部会内で小グルー

プに分かれて、それぞれテーマを決めて活動していくことになりました。

笛ちゃん 吹ちゃん

■問合せ先　　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎�055（262）4111

積極的な活動を
しているね～

私の身近にある出来
事も条例にいかして
もらえそうだわ

　笛吹市男女共同参画推進委員会では、「輝け男女　笛

吹プラン」の重点目標の一つである男女共同参画推

進条例制定に向け、今年6月に「男女共同参画推進条

例検討委員会」を組織しました。幹事会メンバーに

推進委員会の希望者が加わり、計16人で活動してい

ます。

　これまでに開かれた検討会の内容は次のとおりです。

���　日常生活の中にある、例えば「区の役員は、数年先まで男性優先でポストが決まっている」ことや

「区会などに夫婦で出席すると変な目で見られる」こと、「子育てや介護は、女性の仕事だと思って

いる人が多い」ことなど、男女共同参画の視点から、“これはちょっとおかしいのでは”といった事例

を拾い出し、持ち寄りました。この事例を、意識改革、社会参画、子育て・教育、慣習、メディア、

職場環境、賃金・昇進格差など内容ごとに整理し、条例案につなげていく予定です。

　現在70ほどの事例があがりました。これらの事例が多いほど、市民により身近な条例になります。

ぜひ、身近にある事例を推進委員にお知らせください。

上空から見た岡・銚子塚古墳

古墳から見た甲府盆地の眺望

発掘調査で見つかった古墳の葺石

　
今
回
は
、
八
代
町
に
あ
る
岡
・
銚
子
塚
古

墳
（
お
か
・
ち
ょ
う
し
づ
か
こ
ふ
ん
）
を
紹

介
し
ま
す
。

　
岡
・
銚
子
塚
古
墳
は
、
通
称
「
銚
子
ヶ
原

（
ち
ょ
う
し
が
は
ら
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

丘
陵
の
上
に
あ
り
、
山
梨
県
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
古
墳
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
２
度
の
発

掘
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
の
発
掘
は
、
江

戸
時
代
の
宝
暦
13（
１
７
６
３
）年
に
行
わ
れ

て
お
り
、
銅
鏡
（
ど
う
き
ょ
う
）
３
面
の
ほ

か
に
、
鉄
斧
（
て
っ
ぷ
）、
鉄
剣
、
鉄
鏃
（
て

つ
ぞ
く
）
、
勾
玉
（
ま
が
た
ま
）
な
ど
の
遺

物
が
出
土
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
れ
ら
の
出
土
遺
物
は
、
残
念
な

が
ら
現
在
で
は
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て

お
り
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
す
。

　
し
か
し
、
３
面
出
土
し
た
銅
鏡
の
う
ち
、

２
面
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
立
博
物
館
が
所

蔵
し
て
い
る
「
甲
州
文
庫
」
の
中
に
、
拓
本

（
木
・
石
・
器
物
な
ど
に
刻
ま
れ
た
文
字
や

文
様
を
、
紙
に
写
し
取
っ
た
も
の
）
が
保
存

さ
れ
て
お
り
、
直
径
約
23
㎝
の
鏡
と
直
径
約

20
㎝
の
鏡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
二
度
目
の
発
掘
は
、
平
成
３
年
12
月
か
ら

平
成
５
年
７
月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
古
墳
を

整
備
す
る
た
め
の
発
掘
調
査
を
す
る
こ
と
が

目
的
で
し
た
。

　
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
４
世
紀
後
半
に
造

ら
れ
た
前
方
後
円
墳
（
ぜ
ん
ぽ
う
こ
う
え
ん

ふ
ん
）
の
周
囲
に
、
濠
（
ほ
り
）
が
一
重
巡

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
墳
の
総
長
は
、
こ
の
濠
を
含
め

る
と
１
０
５
ⅿ
も
あ
り
、
市
内
で
最
も
古
く
、

最
も
大
き
な
古
墳
と
い
え
ま
す
。

　
墳
丘
（
ふ
ん
き
ゅ
う
）
に
は
、
段
築
（
だ

ん
ち
く
）
と
い
う
幅
約
80
㎝
の
平
坦
な
面
が

あ
り
、
墳
丘
の
斜
面
全
体
が
、
葺
石
（
ふ
き

い
し
）
で
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
埴
輪
（
は
に
わ
）
の
破

片
が
多
量
に
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
墳
丘
の

上
に
埴
輪
が
樹
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か

り
ま
し
た
。

　
遺
骸
（
い
が
い
）
は
、
副
葬
品
と
一
緒
に

粘
土
で
包
ん
だ
木
棺
（
も
っ
か
ん
）
に
入
れ

ら
れ
、
後
円
部
の
墳
頂
（
ふ
ん
ち
ょ
う
）
中

央
付
近
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
副
葬
品
と
し

て
鉄
鏃
や
鉄
刀
（
て
っ
と
う
）
、
鉄
剣
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
岡
・
銚
子
塚
古
墳
は
、「
八

代
ふ
る
さ
と
公
園
」
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
公
園
は
、
甲
府
盆
地
と
南
ア
ル
プ
ス
、

八
ヶ
岳
、
奥
秩
父
な
ど
の
山
々
が
一
望
で
き

る
、
素
晴
ら
し
い
眺
望
の
元
に
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
目
の
前
に
広
が
る
眺
望
を
楽
し

み
な
が
ら
、
古
代
の
ロ
マ
ン
に
ひ
た
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



　
も
も
の
里
温
泉
で
収
穫
祭
を
開
催
し
ま
す
。

実
り
の
秋
、
今
年
も
自
然
の
恵
み
を
た
っ
ぷ

り
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
１
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　
も
も
の
里
温
泉
玄
関
前
コ
ン
コ
ー
ス

■
内
容
　
も
ち
つ
き
大
会（
無
料
）

　
①
午
前
11
時
　
②
正
午
　
③
午
後
１
時

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
健
康
増
進
施
設
「
も
も
の
里
温
泉
」

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）４
１
２
６

　
博
物
館
の
特
別
展
で
は
、
東
日
本
で
作
ら

れ
た
美
し
い
縄
文
土
器
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。

　
新
潟
県
で
作
ら
れ
た
火
炎
土
器
が
、
釈

迦
堂
遺
跡
の
水
煙
文
（
す
い
え
ん
も
ん
）

土
器
と
美
の
競
演
。
縄
文
時
代
の
人
々
が

土
器
作
り
に
込
め
た
迫
力
と
美
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
10
月
18
日（
土
）〜
12
月
８
日（
月
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

※
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

　（
土
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
大
人
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
１
０
０
円
（
団
体
割
引
あ
り
）

※
11
月
中
は
、
笛
吹
・
甲
州
市
民
入
館
無
料
、

11
月
３
日（
月
）は
す
べ
て
の
方
が
入
館
無

料
で
す
。

　
小
学
生
か
ら
募
集
し
た
「
お
お
む
か
し
の

人
の
絵
」
を
、
特
別
展
開
催
中
ロ
ビ
ー
に
展

示
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
水
煙
文
土
器
・
火
炎
土
器
な
ど
、
迫
力
と

美
し
さ
を
も
つ
縄
文
土
器
に
込
め
ら
れ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
探
り
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
８
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜

■
講
師
　
小
野
正
文
氏

　（
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

■
定
員

　
50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
要
事
前
申
し
込
み

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

　
昔
の
人
た
ち
は
ど
ん
な
物
を
食
べ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
武
田
信
玄
は
ど

ん
な
物
を
食
べ
て
い
た
の
か
。
ほ
う
と
う
は

い
つ
か
ら
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
甲
州
人

は
い
つ
か
ら
マ
グ
ロ
が
好
き
な
の
か
。

　
本
展
で
は
山
梨
の
食
を
め
ぐ
る
謎
に
迫
り

ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に
、
山
梨
の
歴

史
の
謎
を
解
く
旅
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
10
月
11
日（
土
）〜
12
月
８
日（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日

■
入
館
料
　
一
　
般
　
　
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
高
校
・
大
学
生
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
小
中
学
生
　
　
　
２
６
０
円

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
立
博
物
館

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
６
３
１

戦国時代の宴会の様子(「酒飯論絵巻」愛媛県歴史文化博物館）

　
「
天
の
川
が
見
え
る
星
空
を
次
世
代
の
子

ど
も
た
ち
に
」
を
合
言
葉
に
、
必
要
の
な
い

照
明
を
消
し
、
星
空
を
取
り
戻
そ
う
と
始
ま

っ
た
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
甲
府
バ
レ
ー
が
10
回
目

を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
で
あ
る
「
星
つ

む
ぎ
の
歌
」
を
み
ん
な
で
口
ず
さ
み
、
電
気

を
消
し
て
夜
空
を
見
上
げ
る
時
、
き
っ
と
満

天
の
星
が
よ
み
が
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
日
夜
８
時
の
消
灯
に
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
25
日（
土
）

　
集
合
　
午
後
７
時

　
消
灯
　
午
後
８
時
〜
９
時

■
場
所
　
八
代
ふ
る
さ
と
公
園

■
内
容

○
天
体
望
遠
鏡
に
よ
る
星
空
観
察

○
星
空
と
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
観
望

○
星
つ
む
ぎ
の
歌
合
唱
な
ど

■
日
程
　
10
月
11
日（
土
）〜
13
日（
月
）

■
場
所

　
昭
和
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
Ｊ
Ｏ
Ｙ

■
内
容

○
移
動
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

○
十
三
夜
観
望
会
な
ど

　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
甲
府
バ
レ
ー
実
行
委

員
会
事
務
局（
県
立
科
学
館
内
）

☎
０
５
５（
２
５
４
）８
１
５
９

　
石
和
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
バ
ザ
ー
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
こ
の
収
益
金
は
、
学
校
整
備

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
18
日（
土
）

　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所
　
石
和
南
小
体
育
館

※
買
い
物
袋
と
上
ば
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　
遊
休
品
・
食
料
品
（
賞
味
期
限
内
の
も
の
）・

本
・
衣
料
品
（
未
使
用
の
も
の
）
・
手
作
り

雑
貨
品
な
ど

○
寄
贈
品
受
付

　
10
月
14
日（
火
）〜
17
日（
金
）

　
午
前
７
時
50
分
〜
午
後
５
時

※
職
員
室
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
石
和
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）２
８
０
９

　
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
金
川
の
森
で
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
盛
り
だ

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
５
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
荒
天
中
止

■
場
所
　
森
林
公
園
金
川
の
森

　
ど
ん
ぐ
り
の
森

■
内
容

○
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
似
顔
絵
・
足
湯
・
動

物
ふ
れ
あ
い
広
場
・
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

ゲ
ー
ム
な
ど
）

○
販
売
コ
ー
ナ
ー
（
軽
食
・
野
菜
・
果
物
・

木
工
製
品
・
ワ
イ
ン
な
ど
）

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
＆
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

（
山
梨
県
警
察
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊
の
フ
ラ
ッ
グ
演
技
な
ど
）

　
限
り
あ
る
資
源
の
有
効
利
用
や
廃
棄
物
の

削
減
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
リ
サ
イ
ク
ル
に

関
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
講
話
後
は
、
鈴
健

興
業
㈱
ま
で
歩
き
、
施
設
を
見
学
し
ま
す
。

　
参
加
者
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ペ
ー
パ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
18
日（
土
）

※
雨
天
決
行

　
受
付
　
午
前
９
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

■
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

■
定
員
　
20
人

■
参
加
費
　
無
料

■
服
装
・
持
ち
物

　
歩
き
や
す
い
靴
・
筆
記
用
具

　
公
園
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
に
愛
犬
の
た
め
の
遊

具
づ
く
り
を
し
て
、
愛
犬
と
遊
び
な
が
ら
友

だ
ち
づ
く
り
を
し
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
19
日（
日
）

　
受
付
　
午
後
０
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
後
１
時
〜
４
時

※
雨
天
の
場
合
、
26
日（
日
）に
延
期

■
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

■
定
員
　
20
人

■
参
加
費
　
無
料

■
服
装
　
軽
作
業
が
で
き
る
服
装

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５



　
樹
齢
１
０
０
年
を
越
え
る
ケ
ヤ
キ
が
茂
る

稲
山
ケ
ヤ
キ
の
森
。
あ
な
た
も
こ
の
森
を
守

る
作
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

子
供
か
ら
大
人
ま
で
（
た
だ
し
、
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
）

■
日
時
　
10
月
18
日（
土
）　
※
雨
天
中
止

受
付
　
午
前
９
時
30
分

■
場
所
　
稲
山
ケ
ヤ
キ
の
森（
八
代
町
岡)�

■
内
容

○
森
林
保
護
作
業
「
こ
も
巻
き
」

参
加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

作
業
が
で
き
る
服
装
で
、
帽
子
、
飲
み
物
、

雨
具
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
フ
ル
ー
ト
三
重
奏
」

参
加
自
由
・
参
加
費
無
料

飲
み
物
・
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
八
代
支
所
　
地
域
課

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
１

　
峡
東
林
務
環
境
事
務
所
と
峡
東
地
区
特
用

林
産
協
会
で
は
、
野
生
き
の
こ
鑑
定
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
当
日
は
き
の
こ
採
取
は
行
い
ま
せ
ん
が
、

き
の
こ
鑑
定
が
で
き
ま
す
の
で
、
個
人
で
採

取
し
た
き
の
こ
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　
昨
年
は
、
１
１
１
種
類
の
き
の
こ
（
内
23

種
類
が
毒
き
の
こ
）
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
日
時
　
10
月
８
日（
水
）

■
場
所
　
杜
の
交
流
館
（
峡
東
森
林
組
合
）

　（
甲
州
市
塩
山
赤
尾
４
５
３
―
13
）

■
内
容

○
講
習
会
　
午
前
10
時
〜
11
時

○
き
の
こ
鑑
定
会
　
午
前
11
時
〜
午
後
２
時

○
勝
沼
産
生
し
い
た
け
直
売

■
講
師

　
山
梨
県
森
林
総
合
研
究
所
　

　
柴
田
尚
　
主
幹
研
究
員

■
問
合
せ
先

　
県
峡
東
林
務
環
境
事
務
所

森
づ
く
り
推
進
課
　
林
業
自
然
保
護
担
当

（
担
当
　
川
口
）

☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
２
１

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
学
び
の
広
場
ふ
え
ふ
き
で
は
、

「
地
域
を
学
び
地
域
の
環
境
美
化
を
推
進
す

る
活
動
」
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
　
小
学
４
年
生
以
上
の
親
子
・
市
民
・

市
内
教
職
員

■
日
時

　
11
月
８
日（
土
）午
前
９
時
〜
11
時
30
分

※
小
雨
実
施

■
集
合
場
所
　
金
川
の
森
駐
車
場�

■
内
容

○
金
川
の
森
公
園
内
で
の
交
流
・
清
掃
活
動

○
甲
斐
国
分
寺
の
見
学

■
定
員
　
50
人
程
度

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、
氏
名
・

住
所
・
連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
10
月
25
日（
土
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
学
び
の
広
場
ふ
え
ふ
き

☎
０
５
５
（
２
６
２
）
１
９
３
２
（
フ
ァ
ッ

ク
ス
兼
用
）

　
笛
吹
市
卓
球
連
盟
主
催
の
レ
デ
ィ
ー
ス
卓

球
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
９
日（
日
）

開
会
式
　
　
午
前
９
時

競
技
開
始
　
午
前
９
時
30
分

■
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場

■
参
加
資
格

　
市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性

（
市
内
中
高
校
生
は
、
学
校
を
通
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

■
種
目
・
試
合
方
法

○
ダ
ブ
ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス

○
予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
平
成
20
年
４
月
１
日
改
正
の
日
本
卓
球

ル
ー
ル
に
よ
る
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、

郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

○
必
ず
ゼ
ッ
ケ
ン
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

○
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
弁
当
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　
10
月
19
日（
日
）必
着

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
〒
４
０
６
―
０
０
３
１

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
７
３
７
　

　
望
月
み
紀
恵
　

☎
０
５
５
（
２
６
２
）
５
３
５
３
（
フ
ァ
ッ

ク
ス
兼
用
）

・
〒
４
０
６
―
０
８
３
２

　
笛
吹
市
八
代
町
竹
居
１
３
０
１
―
２
　

　
水
口
和
恵
　

　
℻
０
５
５（
２
６
５
）２
５
３
５

こも巻きの作業

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る
指

定
工
事
店
に
は
、
「
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
」
の
有
資
格
者
の
専
属
が
必
要

で
す
。
こ
の
試
験
は
、
責
任
技
術
者
と
し
て

の
技
能
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

■
申
込
受
付
期
間

　
10
月
１
日（
水
）〜
24
日（
金
）

■
講
習
会
・
試
験
日
程

○
講
習
会
　
11
月
18
日（
火
）

○
試
　
験
　
11
月
30
日（
日
）

■
申
込
用
紙
配
布
場
所

市
下
水
道
課
ま
た
は
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１
７
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）２
７
３
８

　
裁
判
員
制
度
の
ス
タ
ー
ト
を
目
前
に
控
え
、

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
方
へ
の

通
知
か
ら
選
任
ま
で
の
手
続
き
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
27
日（
月
）午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
３
階
大
会
議
室

■
内
容

○
裁
判
官
に
よ
る
制
度
解
説

○
質
疑
応
答

■
定
員
　
１
０
０
人（
先
着
順
）

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
裁
判
所
　
総
務
課

　
☎
０
５
５（
２
３
５
）１
１
３
１

　
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会
に
よ

る
初
心
者
講
習
会
で
す
。
あ
な
た
も
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
11
月
９
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　
※
雨
天
中
止

■
場
所
　
森
林
公
園
「
金
川
の
森
」
タ
ー
ゲ

ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
　
本
コ
ー
ス

■
参
加
費
　
無
料

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。
な
お
、
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

※
道
具
は
お
貸
し
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
協
会
（
担
当
　
川
村
）

　
☎
０
９
０（
６
９
３
５
）１
６
３
５

　
古
葉
の
も
み
あ
げ
、小
す
か
し
剪
定（
せ
ん

て
い)

、
荒
す
か
し
剪
定
な
ど
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
15
日（
水
）午
前
９
時
〜
12
時

（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期
）

■
場
所
　
山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

■
講
師
　
小
林
豊
蔵
氏
（
現
代
の
名
工
）

■
定
員
　
30
人（
最
少
開
講
人
員
10
人
）

■
受
講
料
　
１
０
０
０
円

■
申
込
締
切
　
10
月
７
日（
火
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
・
山
梨
県
技

能
士
会
連
合
会

　
☎
０
５
５（
２
４
３
）４
９
１
６

　
地
域
の
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
児
童
の
心
や
救
急
法
、

子
育
て
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
対
象
者
　
お
お
む
ね
60
歳
代
前
半
の
方
で
、

雇
用
や
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

■
日
時�

11
月
12
日
（
水
）
〜
28
日
（
金
）
の
う

ち
の
10
日
間
（
土
日
・
月
曜
日
と
、
祝

日
と
そ
の
翌
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
甲
府
市

■
定
員
　
20
人

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
締
切
　
10
月
27
日（
月
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

・（
社
）笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）０
０
９
９

・
（
社
）山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
☎
０
５
５（
２
２
８
）８
３
８
３

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
世
代
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
、
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ

う
。

■
日
時
　
10
月
９
日（
木
）午
前
10
時
〜
12
時

■
場
所
　
ぴ
ゅ
あ
総
合
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
室

　（
甲
府
市
朝
気
１
―
２
―
２
）

■
内
容
　
さ
か
な
つ
り
・
折
り
紙
・
昔
の
遊
び

■
講
師

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
び
っ
こ
は
う

す
の
グ
ラ
ン
パ
・
グ
ラ
ン
マ
ス
タ
ッ
フ

■
参
加
費
　
無
料

■
定
員
　
30
家
族
（
親
子
や
孫
と
）

■
申
込
方
法

　
電
話
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物
　
上
ば
き
・
タ
オ
ル

　
　

　
職
場
や
保
護
者
会
、
地
域
の
会
議
、
ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
時
な
ど
、
そ
の
場
面
に
合
わ
せ

た
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
26
日（
日
）

　
受
付
　
午
後
１
時
か
ら

　
開
講
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
場
所
　
ぴ
ゅ
あ
総
合
小
研
修
室

■
講
師
　
資
生
堂
八
王
子
支
店
ス
タ
ッ
フ

■
参
加
費
　
無
料

■
定
員
　
24
人

■
申
込
方
法

　
電
話
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物
　
手
鏡（
ス
タ
ン
ド
式
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

ぴ
ゅ
あ
総
合�

県
立
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５（
２
３
５
）４
１
７
１



　
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・

団
体
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
福
祉
の
推
進
方
法
を
考
え
る
こ
と
を
目

的
に
、
第
１
回
笛
吹
市
社
会
福
祉
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
市
民
の
方
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

心
の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

�

■
日
時

　
10
月
１
日（
水
）午
後
１
時
30
分
か
ら�

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー�

■
記
念
講
演

「
自
分
の
老
後
は
自
分
で
守
る
」�

元
木
昌
彦
先
生
（
元
週
刊
現
代
編
集
長

ほ
か
）�

■
参
加
費
　
無
料�

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）５
１
８
２�

　
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
の
紙
お
む
つ
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
期
間

今
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
（
前

期
分
）

１
カ
月
の
う
ち
、
15
日
以
上
在
宅
期
間

が
あ
れ
ば
、
支
給
対
象
月
と
な
り
ま
す
。

※
在
宅
福
祉
を
支
援
す
る
制
度
の
た
め
、
入

院
や
介
護
保
険
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

ミ
ド
ル
ス
テ
イ
の
期
間
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

■
対
象
者

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
平
成

20
年
度
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
方
で
、
次
の
項
目
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
尿
失
禁
な
ど

の
た
め
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い

る
方

②
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
て
、

尿
失
禁
な
ど
の
た
め
常
時
紙
お
む
つ
を

使
用
し
て
い
る
方

③
重
度
心
身
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
、

２
級
）
で
あ
り
、
常
時
紙
お
む
つ
を
使

用
し
て
い
る
方

※
「
紙
お
む
つ
」
と
は
、
お
む
つ
型
、
パ
ン

ツ
タ
イ
プ
の
こ
と
で
す
。
尿
と
り
パ
ッ

ト
の
み
の
使
用
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
①
と
②
の
尿
失
禁
に
つ
い
て
は
、
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
の
場
合
は
、
認
定

調
査
表
で
確
認
し
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
の

場
合
は
、
保
健
師
が
訪
問
し
、
状
況
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
助
成
金
額
　
月
額
４
０
０
０
円

■
申
請
期
間
　
10
月
１
日（
水
）〜
15
日（
水
）

※
申
請
に
は
、
紙
お
む
つ
の
領
収
書
（
日
付
、

品
名
、
金
額
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
れ
ば
レ
シ
ー
ト
で
も
結
構
で
す
）

の
添
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
す
で
に
登
録
申
請
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

課
税
状
況
を
確
認
し
対
象
者
に
は
請
求

書
を
郵
送
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
２

　
ま
た
は
各
支
所
住
民
課

　
冬
は
体
の
冷
え
、
皮
ふ
の
乾
燥
、
運
動
不

足
に
よ
る
腰
痛
、
肩
こ
り
な
ど
、
温
泉
を
活

用
し
た
健
康
づ
く
り
に
最
適
な
季
節
で
す
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

温
泉
活
用
術
や
入
浴
前
後
に
効
果
的
な
体
操

指
導
、
保
健
師
の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
疲
労
回
復
、
体
力
増
進
、
介
護
予
防
に
取

り
組
み
た
い
方
に
お
す
す
め
で
す
。

■
対
象

　
お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
市
民

■
日
時

12
月
11
日（
木
）・
25
日（
木
）、
平
成
21
年

１
月
15
日（
木
）・
29
日（
木
）、
２
月
12
日

（
木
）（
全
５
回
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

■
場
所

　
春
日
居
福
祉
会
館
「
や
ま
ゆ
り
の
湯
」

■
定
員
　
20
人
程
度

■
受
講
料
　
無
料

た
だ
し
、
入
浴
料
は
自
己
負
担
で
す
。（
２

５
０
円
、
75
歳
以
上
の
方
・
障
害
者
は

無
料
）

■
対
象
　
お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
市
民

■
日
時

12
月
３
日（
水
）・
17
日（
水
）、
平
成
21
年

１
月
７
日（
水
）・
21
日（
水
）、
２
月
４
日

（
水
）（
全
５
回
）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
　
も
も
の
里
温
泉

■
定
員
　
20
人
程
度

■
受
講
料
　
無
料

た
だ
し
、
入
浴
料
は
自
己
負
担
で
す
。（
３

０
０
円
）

■
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
氏
名
・

生
年
月
日
・
連
絡
先
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
、
申
し
込
み
後
に
通

知
し
ま
す
。

　
な
お
、
健
康
状
態
に
よ
り
ご
遠
慮

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
締
切
　
10
月
31
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

健
康
企
画
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

　
℻
０
５
５（
２
６
２
）１
２
７
２

　毎年冬季に流行する、健康に大きな

影響を与えている感染症です。突然の

高熱、節々の痛み、全身のだるさなど

で始まり、普通のかぜに比べて全身の

症状が強く、気管支炎や肺炎を併発し、

重症化することもあります。

　高齢者や、呼吸器、心臓などに慢性

の病気を持つ方の場合、死亡の原因に

なることもあります。そのため、十分

な注意が必要です。

　外出時にはマスクを着用し、人混み

を避けること、家に帰ったら手洗い、

うがいをすること、十分に休養、栄養

をとることが大切です。また、流行前

に予防接種を受けることも有効です。

　「インフルエンザかな」と思ったら、

我慢せずに早めに診察を受けましょう。

　
県
で
は
、
B
型
・
C
型
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
治
療
の
助
成
や
、
ま
た
、
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
、
緊
急
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
助
成
内
容

各
種
保
険
診
療
の
請
求
額
か
ら
世
帯
の

市
町
村
民
税
額
に
応
じ
た
自
己
負
担
額
（
１

万
円
、
３
万
円
、
５
万
円
）
を
除
い
た

額
を
、
国
と
県
が
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

県
内
在
住
の
方
で
、
B
型
慢
性
活
動
性

肝
炎
、
C
型
慢
性
肝
炎
お
よ
び
代
償
性

肝
硬
変
の
認
定
基
準
を
満
た
し
、
保
険

適
用
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
製
剤
に
よ
る
治
療
を
受
け
ら
れ
る
方

■
対
象
者

○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
診
し
た
こ
と
の

な
い
方
や
、
今
年
度
、
職
場
や
お
住
ま

い
の
市
町
村
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
け
る
機
会
の
な
い
方

■
受
付
期
間
　
平
成
21
年
３
月
31
日（
火
）ま

で
（
今
年
度
限
り
で
す
）

助
成
や
検
査
の
手
続
き
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
５
２

・
県
福
祉
保
健
部
　
健
康
増
進
課

　
☎
０
５
５（
２
２
３
）１
４
９
４

　
市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
義
務
で

は
な
く
、
本
人
の
希
望
で
行
う
も
の
で
す
。

　
接
種
ご
希
望
の
方
は
、
医
師
と
相
談
し
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
の
12
月
上

旬
ま
で
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者

○
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
市
民
で
、
接
種

ご
希
望
の
方

　
（
実
施
期
間
中
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
方
は
、
そ
の
前
日
か
ら
残
り
の
期
間

と
な
り
ま
す
）

※
対
象
者
に
は
、
予
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

○
接
種
日
現
在
で
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市

民
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器

の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活

動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害

を
有
す
る
方
や
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
免
疫
機
能
障

害
を
有
す
る
方
で
、
接
種
ご
希
望
の
方

※
手
続
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
治
医
と
相

談
の
上
、
健
康
づ
く
り
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　
10
月
１
日（
水
）〜

　
平
成
21
年
１
月
31
日（
土
）

■
接
種
場
所

　
市
と
契
約
し
て
い
る
医
療
機
関

■
申
込
方
法

事
前
に
予
約
を
し
、
指
定
日
に
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
費
用

接
種
料
金
の
う
ち
の
２
０
０
０
円
を
市

で
負
担
（
１
人
１
回
限
り
）

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
料
金
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
差
額
分
は
本
人
負
担
に
な
り

ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

　
成
人
保
健
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

　
ま
た
は
各
支
所



　
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う

に
、
保
険
料
を
口
座
振
替
で
納
付
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
の
場
合
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

①
今
ま
で
２
年
間
、
国
民
健
康
保
険
料
を

完
納
し
て
い
る
方
ご
本
人
が
納
付
す
る

場
合

②
世
帯
主
・
配
偶
者
が
、
ご
本
人
（
年
金

1
8
0
万
円
未
満
の
方
）
に
代
わ
っ
て

納
付
す
る
場
合

※
社
会
保
険
料
控
除
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の

所
得
税
や
住
民
税
が
減
額
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

ご
希
望
の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
課
ま

た
は
各
支
所
住
民
課
窓
口
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
続
き
に
は
２
カ
月
程
度
か
か

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
や
お

子
さ
ん
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
方
は
、
９

月
ま
で
保
険
料
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
10
月
か
ら
お
支
払
い
が
始

ま
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保

険
課
　
高
齢
者
医
療
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　皆さんにご協力いただいた「平成２０年度日本赤十字社社員(社費)募集活動」の実績額は、笛吹市全体
で１３,０３３,４００円（社員数１４,５２５件）でした。
　社費の全額は日本赤十字社山梨県支部へ送金され、国際赤十字活動、血液事業、医療事業、救護体制
の充実などの各種赤十字事業にあてられます。
　このうち、平成２０年度は２,６０６,６８０円が日本赤十字社笛吹市地区へ事務費・事業費交付金とし
て交付されます。
　笛吹市地区における交付金の使い道は表のとおりです。

種
目

事
務
費
交
付
金

事
業
費
交
付
金

対象事業

社員募集活動に
伴う事務的経費

小計（Ａ）

災害救護費・血液
事業費

救急法等普及費

奉仕団費

青少年赤十字

広報活動

地域福祉活動費・
その他事務的経費

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

140,284円

2,100円

1,029,460円

112,902円

平成19年度
事業実績額

1,317,490円

1,317,490円

50,746円

8,195円

1,343,687円

2,661,177円

平成20年度
事業予算額

15,000円

1,303,340円

2,606,680円

1,303,340円

1,303,340円

148,340円

10,000円

1,010,000円

70,000円

50,000円

事業内容・経費明細

社員(社費)募集活動実施行政区、奉仕団など
への実費弁償費として交付

災害時用備蓄資材（ブルーシート、特殊ブラン
ケットなど）購入・献血ボランティア等経費

各種救急法講習会等の諸経費（三角巾、キュ
ーマスクなど購入）

笛吹市赤十字奉仕団事業活動助成金（本団と
市内７分団へ助成）

青少年赤十字啓発活動費（保育園慰問、ボラ
ンティアスクール開催、図書寄贈など）

赤十字広報活動費

福祉活動費・事務消耗品代など

■問合せ先　保健福祉部　福祉総務課　福祉総務担当　☎０５５(２６２)１２７１

　
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、
妊
娠
中
や
子
育

て
の
ス
ト
レ
ス
、
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
助
産
師
に
よ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
テ
ェ

ッ
ク
、
心
音
確
認
、
妊
娠
中
や
子
育
て
の
悩

み
相
談
も
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

　
妊
娠
13
週
以
降
の
初
産
婦
ま
た
は
経
産
婦

■
日
時

　
10
月
７
日（
火
）・
21
日（
火
）

　
11
月
４
日（
火
）・
18
日（
火
）

　
12
月
２
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
　
み
さ
か
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
き

っ
ず
み
さ
か
）

■
参
加
費
　
無
料
　

■
定
員
　
10
人

■
持
ち
物

　
体
操
の
で
き
る
服
装
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
完
全
予
約
制
で
す
。

※
参
加
希
望
の
方
は
、
お
申
し
込
み
前
に
担

当
医
の
許
可
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー（
き
っ
ず
み
さ
か
）

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）８
６
８
８

　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
就
学
す
る
児
童
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
入
学
予
定
小
学
校
に
よ
っ
て
受
付

日
時
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
あ
て
に
９
月
16
日
頃
発
送
す
る

通
知
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
健
診
日
　
10
月
9
日（
木
）

○
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

○
対
象
児
童
の
入
学
予
定
小
学
校

石
和
南
小
・
石
和
東
小
・
石
和
北
小
・

富
士
見
小

■
健
診
日
　
10
月
16
日（
木
）

○
場
所�

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

○
対
象
児
童
の
入
学
予
定
小
学
校

石
和
西
小
・
春
日
居
小
・
一
宮
西
小

一
宮
北
小
・
一
宮
南
小

■
健
診
日
　
10
月
23
日（
木
）

○
場
所�

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

○
対
象
児
童
の
入
学
予
定
小
学
校

御
坂
西
小
・
御
坂
東
小
・
芦
川
小

八
代
小
・
境
川
小

�

内
容
な
ど
で
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
学
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
７

　
地
域
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
「
笛

吹
ち
び
っ
こ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
親
子
で
ふ
れ
あ
う
イ
ベ
ン
ト
や
、

子
ど
も
の
遊
び
の
指
導
、
育
児
や
食
育
相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
の
解
決
策
も
き
っ

と
見
つ
か
り
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
笛
吹
市
在
住
の
親
子

■
日
時
　
10
月
22
日（
水
）

　
受
付
　
午
前
９
時
45
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室
　
　

■
内
容

○
リ
ズ
ム
テ
コ
ン
ド
ー
・
食
育
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
・
ピ
ー
マ
ン
マ
ン
体
操

○
石
和
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
話

し
会

○
子
育
て
・
食
育
相
談

○
子
育
て
関
係
の
行
政
手
続
き
相
談

○
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
遊
び
の
広
場

■
参
加
費
　
無
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
定
員
　
親
子
１
０
０
組

■
持
ち
物

　
乳
幼
児
の
身
の
回
り
品
（
オ
ム
ツ
・
飲
み

物
な
ど
）

■
申
込
方
法

電
話
で
、
児
童
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　
10
月
21
日（
火
）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

■
主
催
　
笛
吹
市

■
協
力
団
体

・
N
P
O
法
人�

H
a
p
p
y
�
S
p
a
c
e

　
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

・
マ
マ
＆
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
ト
　
あ
っ
ぷ
る

・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
笛
吹

・
す
く
す
く
ラ
ン
ド

■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課

児
童
家
庭
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４



☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御�坂�支�所

一�宮�支�所

八�代�支�所

境�川�支�所

春日居支所

芦�川�支�所

■問合せ先

学童保育室で工作をする子どもたち

１� 市県民税

２�軽自動車税� 収税課　管理担当�
☎０５５(２６２)４１１１

３�国民健康保険税

４� 固定資産税・都市計画税� 税務課　資産税担当

５� 介護保険料� 介護保険課　介護総務担当�☎�０５５(２６１)１９０３

� 上下水道使用料�
�

�

６� 温泉使用料� 業務課　料金担当� ☎�０５５(２６１)３３４５

� 農業集落排水施設使用料

７� 下水道受益者負担金� 下水道課　管理担当� ☎�０５５(２６１)３３４７�

８� 後期高齢者医療保険料
��

☎�０５５(２６２)４１１１

○
対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契
約
医
療
機
関

な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
接
種
時

期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
契
約
医
療
機

関
で
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
、
予
診
票
の
な

い
方
、
合
併
前
の
予
診
票
を
お
持
ち
の
方
は
、

各
支
所
の
保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
今
月
は
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

な
お
、
前
回
接
種
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
健
康

づ
く
り
課
ま
た
は
各
支
所
の
保
健
師
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

通知発送対象児

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合� 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア ・ 破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平 成 2 0 年 8 月 生 ま れ

平成19年11月生まれ

平成9年11月生まれ

現在見合わせています

ポリオ
1回目

2回目

平成２0年
１月1日～２月29日生まれ

平成１９年
８月1日～９月15日生まれ

　
夏
休
み
期
間
中
、
市
内
小
学
校
の
市
単
教

諭
25
人
の
協
力
の
下
、
市
内
学
童
保
育
室
の

運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
市
単
教
諭�

:�

市

が
単
独
で
採
用
し
て
い
る
教
諭
の
こ
と
）

　
市
内
10
カ
所
で
運
営
さ
れ
て
い
る
学
童
保

育
室
の
運
営
時
間
は
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期

休
暇
中
は
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
30
分

ま
で
と
通
常
よ
り
も
長
時
間
の
運
営
と
な
り
、

さ
ら
に
利
用
者
も
多
く
、
指
導
員
が
一
時
的

に
不
足
し
て
し
ま
う
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
市
単
教
諭
へ
の
協
力
依
頼
は
今
年
度
が
初

め
て
の
試
み
で
あ
り
、
参
加
し
た
先
生
た
ち

は
、
宿
題
な
ど
の
学
習
指
導
の
ほ
か
、
ゲ
ー

ム
な
ど
で
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
童
保
育
室
を
利
用
し
た
児
童
に
は
、
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
好

評
で
し
た
。

　
市
で
は
、
税
や
料
金
な
ど
の
お
支
払
い
に

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
に
出
向
く
わ
ず
ら
わ
し
さ
の
な

い
便
利
な
口
座
振
替
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
申
込
方
法

振
替
依
頼
書
は
、
市
内
金
融
機
関
ま
た

は
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
に
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

記
入
し
た
依
頼
書
と
次
の
物
を
持
参
し
、

金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
物

○
印
か
ん
（
金
融
機
関
取
引
印
）

○
預
貯
金
通
帳

※
税
や
料
金
の
種
類
に
よ
っ
て
、
ほ
か
に
必

要
な
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
で
納
付
で
き
る
税
・
使
用
料
な
ど

①
市
県
民
税

②
軽
自
動
車
税

③
国
民
健
康
保
険
税

④
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

⑤
介
護
保
険
料

⑥
上
下
水
道
使
用
料
・
温
泉
使
用
料
・
農
業

集
落
排
水
施
設
使
用
料

⑦
下
水
道
受
益
者
負
担
金

⑧
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

■
取
扱
金
融
機
関

・
山
梨
中
央
銀
行
・
山
梨
信
用
金
庫

・
甲
府
信
用
金
庫
・
山
梨
県
民
信
用
組
合

・
笛
吹
農
業
協
同
組
合

・
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問合せ先税目と使用料など 口座振替手続き担当課

　
市
で
は
、
下
水
道
の
本
管
が
設
置
さ
れ
、

公
共
下
水
道
処
理
区
域
内
と
な
っ
た
皆
さ
ん

の
公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
た
め
の
改
造
工

事
に
つ
い
て
、
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
対
象
工
事

処
理
区
域
と
な
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内

に
完
了
す
る
公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る

宅
内
排
水
設
備
の
改
造
工
事

■
貸
付
金
額
　
50
万
円
以
内
（
１
万
円
単
位
）

■
対
象
者

○
法
人
で
な
い
個
人
で
あ
る
こ
と

○
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

○
市
内
に
居
住
す
る
連
帯
保
証
人
１
人
を
有

す
る
方
　
な
ど

【
連
帯
保
証
人
の
条
件
】

・
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

・
弁
済
能
力
を
有
す
る
方

■
返
済
期
間
　
３
年
以
内

■
返
済
方
法

貸
付
の
翌
月
か
ら
口
座
自
動
振
替
に
よ

り
元
金
均
等
償
還

■
利
子
補
給

　
年
利
７
％
以
内
は
、
市
が
利
子
補
給

を
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
延
滞
利
息
は
申
請
者
負
担

と
な
り
ま
す
。

■
提
出
書
類

○
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
申
請
書
（
下
水

道
課
に
あ
り
ま
す
）

○
納
税
証
明
書
（
申
請
者
お
よ
び
連
帯
保
証

人
の
も
の
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
７

　　
現
在
、
受
益
者
負
担
金
を
分
割
で
お
支
払

い
中
の
方
は
、
支
払
い
方
法
を
一
括
納
付
に

変
更
が
で
き
ま
す
。

　
分
割
納
付
の
場
合
、
年
４
回
支
払
い
で
報

奨
金
が
付
き
ま
せ
ん
が
、
一
括
納
付
の
場
合

は
報
奨
金
が
つ
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
変
更
で
き
る
の
は
次
の
条
件
を

満
た
す
方
で
す
。

■
変
更
で
き
る
方

○
過
年
分
の
未
納
が
な
い
方

（
来
年
度
以
降
に
一
括
納
付
を
希
望
す
る

場
合
、
過
去
に
未
納
が
な
い
《
今
年
度

分
を
含
む
》
方
に
限
り
ま
す
）

※
「
支
払
っ
て
あ
る
か
ど
う
か･･･

」
な
ど
、

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
６
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
の
間
に
完
納
で

き
る
方

（
一
括
納
付
期
間
は
、
６
月
１
日
か
ら
14

日
ま
で
と
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
日
で
も
過
ぎ
る
と
、
分
割
納
付
扱
い

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
６
月
14
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
、

前
営
業
日
と
な
り
ま
す
》
）

■
手
続
き
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

氏
名
や
通
知
書
番
号
（
ま
た
は
受
益
者

番
号
）
、
ま
た
、
過
去
の
納
付
状
況
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
受
益
者
や
受
益
者
の
住
所
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
届
け
出
が
な
い
場
合
、通
知
が
届
か
な
い
、

新
受
益
者
が
支
払
う
べ
き
負
担
金
が
旧
受
益

者
に
か
か
る
な
ど
、
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
な
お
、
届
け
出
書
は
下
水
道
課
ま
た
は
各

支
所
地
域
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　■
問
合
せ
先
　
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
７

　
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時
　
10
月
18
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
12
時
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
　
甲
州
市
民
文
化
会
館
（
甲
州
市
塩

山
上
塩
後
２
４
０
）

■
相
談
内
容

○
身
分
関
係
（
相
続
手
続
、
遺
言
書
、
遺
産

分
割
協
議
書
な
ど
）

○
営
業
許
可
・
免
許
（
建
設
業
、
運
送
業
な

ど
）

○
法
人
設
立
、
農
地
法
許
可
、
契
約
書
、
示

談
書
　
な
ど

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
行
政
書
士
会

　
☎
０
５
５（
２
３
７
）２
６
０
１

　
登
記
や
戸
籍
、
年
金
、
医
療
、
介
護
・
福

祉
や
雇
用
、
賃
金
、
農
業
、
教
育
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
に
身
近
な
相
談
に
、
国
、
県
な

ど
の
担
当
者
や
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
公

証
人
な
ど
が
お
答
え
し
ま
す
。

※
秘
密
厳
守
、
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
時
　
10
月
21
日（
火
）

　
受
付
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
場
所

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階
ゴ
ー
ル
ド
ル

ー
ム
（
甲
府
市
丸
の
内
１
―
21
―
15
岡

島
百
貨
店
８
階
）

■
相
談
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
０
５
７
０（
０
９
０
）１
１
０

国民健康保険課
高齢者医療担当
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【開設日程】

10月22日（水）� 民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

11月26日（水）� 民生委員・人権擁護委員・顧問弁護士・行政相談委員

12月24日（水）� 民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

10月16日（木）� 民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員

12月18日（木）� 民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

11月19日（水）� 司法書士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員

10月 8日（水）� 民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

12月10日（水）� 民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

11月13日（木）� 民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

11月 6日（木）� 司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

11月 6日（木）� 民生委員・行政相談委員

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
の
問
題
に
関
し
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
者

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

【
相
談
内
容
・
相
談
対
応
者
】

○
専
門
家
へ
の
相
談
…
弁
護
士
・
司
法
書
士

○
相
談
員
へ
の
相
談

心
配
ご
と
（
福
祉
関
係
）
相
談
…
民
生
委
員
・

児
童
委
員

人
権
相
談
…
…
人
権
擁
護
委
員�

�
�

�
�

�
�

行
政
相
談
（
行
政
機
関
に
つ
い
て
）
…
行
政
相

談
委
員

消
費
生
活
相
談
…
消
費
生
活
相
談
員�

※
原
則
と
し
て
、
当
日
の
相
談
員
は
同
席
の
上
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。

事
前
に
ご
予
約
を

で
き
る
だ
け
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

予
約
数
に
空
き
が
あ
れ
ば
当
日
で
も
受
け
付

け
ま
す
。

予
約
は
、
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・

各
支
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
合
せ
先��

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

・
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
0
5
5（
2
6
5
）
5
1
8
2

・
同
　
石
和
支
所

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）１
２
６
７

・
同
　
御
坂
支
所

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）０
８
４
８

・
同
　
一
宮
支
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
２
８
８�

�
�

・
同
　
八
代
支
所�

�
�

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）２
２
４
０

・
同
　
境
川
支
所

　
☎
０
５
５（
２
６
６
）５
９
１
１

・
同
　
春
日
居
支
所

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）３
６
６
７�

�
�

・
同
　
芦
川
支
所�

�
�

�
�

�
�

�
�

　
☎
０
５
５（
２
９
８
）２
１
７
０

スコレーパリオ
２階　会議室

御坂福祉センター

一宮福祉センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

春日居福祉会館

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

芦川町ふれあいプラザ

相　談　員開設場所 開設日 時間

　
行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
特

設
行
政
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
、
行
政

の
仕
組
み
、
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
相
談
を

行
政
相
談
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

※
相
談
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
23
日（
木
）午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
　
ア
ピ
タ
石
和
店
１
階

■
相
談
内
容

○
国（
行
政
）に
関
す
る
こ
と
・
行
政
窓
口
の

対
応

○
成
年
後
見
・
遺
言
・
相
続

○
医
療
、保
険
、福
祉
、年
金
に
関
す
る
こ
と

○
賃
金
、
雇
用
問
題
　
な
ど

■
相
談
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

・
山
梨
行
政
評
価
事
務
所
（
担
当
　
木
下
）

　
☎
０
５
５（
２
５
２
）１
１
０
０

・
行
政
相
談
委
員
（
担
当
　
原
田
）

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）１
８
７
７

　
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
登
記
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

※
相
談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
11
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
12
時
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
場
所
　
春
日
居
福
祉
会
館
第
二
会
議
室

■
相
談
内
容

○
土
地
を
分
割
し
て
売
り
た
い
。
（
相
続
し

た
い
）

○
土
地
登
記
簿
の
面
積
が
実
際
と
違
う
。

○
土
地
の
境
界
が
分
か
ら
な
い
。

○
地
目
を
変
更
し
た
い
。

○
地
図
に
な
い
水
路
な
ど
を
使
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
場
合
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

○
建
物
を
新
築
し
た
り
、
増
築
し
た
の
で
、

登
記
を
し
た
い
。

○
建
物
を
取
り
壊
し
た
の
で
登
記
を
消
し
た

い
。
　
な
ど

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
峡
東
支
部
　
支
部
長
　
村
松
一
栄

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）３
２
０
９

　
国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
交
通
の
安
全
確

保
と
公
害
防
止
を
図
る
た
め
、
９
月
１
日（
月
）

か
ら
10
月
31
日（
金
）ま
で
の
２
カ
月
間
を
重

点
期
間
と
し
て
、
「
自
動
車
点
検
整
備
推
進

運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
の
不
具
合
に
よ
る
交
通
事
故
や
公

害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
自
動
車
使
用
者
の
適

切
な
維
持
管
理
が
不
可
欠
で
あ
り
、
保
守
管

理
意
識
を
さ
ら
に
高
め
、
適
切
な
点
検
・
整

備
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
自
動
車
の
点
検
・
整
備
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
関
東
運
輸
局
　
山
梨
運
輸
支
局

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）０
８
８
２

　
９
月
１
日
か
ら
、
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
総
務
課
・
地
域
課
・
八
代
支
所
・
居
宅

介
護
事
業
所
・
訪
問
介
護
事
業
所
が
、
市
役

所
八
代
庁
舎
に
移
転
し
ま
し
た
。

■
新
住
所
　
笛
吹
市
八
代
町
９
１
７
番
地

　
笛
吹
市
八
代
庁
舎

■
新
し
い
連
絡
先

○
総
務
課（
変
更
な
し
）

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）５
１
８
２

　
℻
０
５
５（
２
６
５
）５
１
８
３

○
地
域
課
・
八
代
支
所（
変
更
な
し
）

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）２
２
４
０

　
℻
０
５
５（
２
６
５
）５
１
８
３

○
居
宅
介
護
事
業
所

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）５
２
０
０

　
℻
０
５
５（
２
６
５
）４
４
８
８

○
訪
問
介
護
事
業
所

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）５
２
３
８

　
℻
０
５
５（
２
６
５
）４
４
８
８

お
わ
び
と
訂
正

　
９
月
号
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

○
29
ペ
ー
ジ
「
県
代
表
選
手
が
健
闘
を
誓

う
」
の
関
東
大
会
陸
上
競
技
共
通
男
子

１
０
０
ⅿ
出
場
選
手「
志
村
俊
之
さ
ん
」

は
、正
し
く
は「
志
村
俊
幸
さ
ん
」で
す
。

○
23
ペ
ー
ジ
「
善
意
の
ご
寄
付
」
の
「
す
ず

き
時
計
眼
鏡
店
」
は
、
正
し
く
は
「
す
す

き
時
計
眼
鏡
店
」で
す
。

ま
た
、「
入
札
結
果
」
の
下
黒
駒
地
内
配

水
管
布
設
工
事
の
予
定
価
格
は
、
正
し

く
は「
３
８
６
万
円
」で
す
。

　
　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

連続フォーム裁断機購入� 石和町� 2,480,000� 1,990,000� （株）ワイ・シー・シー� 平成20年7月24日

平成20年度笛吹市内公共用水域水質検査業務委託� 内公共用水域31カ所� 970,000� 836,000� 甲府タカヤマ環境計量（株）� 〃

大黒坂農道改良工事� 境川町大黒坂� 5,300,000� 5,140,000� 初鹿工業（株）� 〃

達沢山林道改良工事� 御坂町上黒駒地区� 8,800,000� 8,500,000� （株）日工建設� 〃

本都塚水路改修工事� 一宮町本都塚� 8,800,000� 8,480,000� 武藤工業（株）� 〃

市道八代909号線測量設計調査業務委託� 八代町奈良原� 3,220,000� 2,880,000� （株）浅川工営峡東支店� 平成20年7月31日

春日居地内舗装工事� 春日居町国府・徳条� 2,220,000� 2,150,000� （株）日昇建設� 〃

市道石和5号線舗装工事� 石和町東高橋� 7,000,000� 6,750,000� 中央舗道建設（有）� 〃

県河川及び下水道関連配水管布設替工事（春日居４工区）� 春日居町鎮目� 4,860,000� 4,660,000� （有）佐野工業所� 〃

市道石和265号線道路改良に伴う配水管布設替工事� 石和町唐柏� 5,470,000� 5,220,000� （有）タナカ設備� 〃

下水道管渠布設工事第８工区（御坂）� 御坂町下野原� 1,820,000� 1,700,000� （株）上野建工� 〃

市道石和417号線改良工事� 石和町小石和� 1,830,000� 1,800,000� （株）小越建設� 〃

石和町川中島地内水路改修工事� 石和町川中島� 2,460,000� 2,380,000� （有）末木建設� 〃

市道境川370号線他路側補修工事� 境川町藤垈� 4,000,000� 3,880,000� 初鹿工業（株）� 〃

農道28号線側溝改修工事� 石和町河内� 2,640,000� 2,560,000� （有）荻野土建� 〃

市道一宮3-236号線側溝改修工事� 一宮町地蔵堂� 3,580,000� 3,400,000� （有）天野組� 〃

市道春日居3-196号線側溝改修工事� 春日居町加茂� 8,500,000� 8,160,000� （株）総合建設斉藤組� 〃

下水道管渠布設工事第３工区（八代）� 八代町竹居� 21,000,000� 20,000,000� 矢崎興業（株）� 平成20年8月7日※

災害対策用トイレ購入�� 1,134,000� 1,050,000� 東八防災（株）� 平成20年8月7日　

消火器詰め替え� 市役所・各支所� 1,742,400� 1,584,000� 東ポン商会� 〃

旧御坂支所跡地舗装工事� 御坂町栗合� 4,000,000� 3,850,000�� 〃

下水道関連配水管布設替工事第20-01工区（八代）� 八代町竹居� 7,670,000� 7,400,000� （有）椚設備� 〃

市道御坂628号線側溝改修工事� 御坂町栗合� 4,500,000� 4,360,000� （株）総合建設斉藤組� 〃

八代地区四ッ沢川ホタル水路二期工事� 八代町岡� 84,000,000� 80,000,000� 風間興業（株）� 平成20年8月14日※

学校教育ビジョン本体および概要版印刷製本業務� 石和町市部� 1,250,000� 不調　���� 平成20年8月14日　

笛吹市立石和第二保育所耐震診断業務委託� 石和町四日市場� 3,250,000� 3,115,000� アメニティ宮下建築設計� 〃

坂野地内農道測量設計用地調査委託� 御坂町坂野� 6,700,000� 4,680,000� （有）飯田測量� 〃

市道一宮3－45号線他測量設計及び用地調査業務委託� 一宮町末木� 8,500,000� 5,800,000�� 〃

笛吹農道100号線（一宮地内）測量設計用地調査業務委託� 一宮町竹原田� 8,400,000� 5,850,000� （株）宮下測量� 〃

鶯宿中芦川林道橋梁調査・設計業務委託� 芦川町中芦川� 9,200,000� 6,445,000� （株）東洋開発コンサルタント� 〃

岡銚子塚古墳駐車場整備工事� 八代町岡� 1,270,000� 1,230,000� （有）荻野土建� 〃

八反田水路改良工事� 八代町竹居� 4,100,000� 4,000,000� 望月建設工業（株）� 〃

農道農業用排水路緊急補修業務委託(6工区)� 八代町・境川町・芦川町� 5,400,000� 5,140,000� （株）上組� 〃

農道農業用排水路緊急補修業務委託(5工区)� 石和町・御坂町� 5,500,000� 5,300,000� （株）日工建設� 〃

市道御坂4号線側溝改修工事� 御坂町二之宮� 6,100,000� 5,810,000� （有）天野組� 〃

金田水路改修工事（1工区）� 一宮町金田� 7,000,000� 6,700,000� （有）桃李� 〃

下水道関連下野原地内配水管仮設・本設工事� 御坂町下野原� 5,000,000� 4,780,000� 協和住建（株）� 〃

成田・中川地内配水管接続工事� 御坂町成田・石和町中川� 7,360,000� 7,060,000� 古屋設備� 〃

減圧弁設置工事（一宮）� 一宮町東原� 9,100,000� 8,730,000� （有）中村設備� 〃

（株）ＮＩＰＰＯコーポレーション
　　山梨統括事業所

市役所・各支所および
関連備蓄倉庫

�（株）大成エンジニアリング笛吹営業所



　
植
物
性
廃
食
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
の
一
つ
で
す
。

○
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
原
因
と
な
る
硫
黄
酸
化
物
を
ほ

と
ん
ど
出
し
ま
せ
ん
。

○
黒
煙
を
軽
油
の
半
分
以
上
に
減
ら
し
ま
す
。

○
燃
費
や
走
行
性
は
軽
油
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

○
地
球
温
暖
化
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

　
　
現
在
、
市
内
全
域
で
廃
食
油
、
天
ぷ
ら
油
を
回
収
し
て
い

ま
す
。
回
収
さ
れ
た
天
ぷ
ら
油
は
軽
油
の
代
替
燃
料
で
あ
る

B
D
F
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
フ
ュ
ー
エ
ル
）
と
な
り
、
ご

み
収
集
車
な
ど
の
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

■
回
収
場
所
　
ご
み
減
量
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
課

■
回
収
日
時
　
平
日
（
月
〜
金
）

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

■
回
収
対
象
　
植
物
油
（
菜
種
、
大
豆
、
コ
ー
ン
、
べ
に
花
、

　
　
　
　
　
　
ご
ま
、
ひ
ま
わ
り
な
ど
）

※
鉱
物
油
、
牛
・
豚
脂
（
ラ
ー
ド
）
パ
ー
ム
な
ど
の
油
は
回
収

し
ま
せ
ん
。

※
天
か
す
な
ど
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
（
精
製
機
械
に
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
廃
食
油
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
回
収
し
た

後
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

※
賞
味
期
限
切
れ
の
油
も
回
収
し
ま
す
。

　
「
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
は
、
市
民
と
行
政

が
協
働
で
進
め
る
新
し
い
「
ま

ち
の
美
化
活
動
」
で
す
。

　
公
園
や
河
川
な
ど
公
共

の
一
定
の
場
所
を
養
子
に

み
た
て
、
市
民
が
里
親
と

し
て
養
子
の
美
化
を
行
い
、

行
政
が
そ
の
支
援
を
し
ま
す
。

　
地
元
企
業
や
市
民
の
皆

さ
ん
も
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
て
、
住
み
慣

れ
た
地
域
の
美
化
に
努
め

ま
せ
ん
か
。

　市教育委員会では、7月31日、金川の森を会場に、第2回ふえふき元気キッズ教室「金川の森昆

虫観察会」を開催しました。

　これは、金川の森管理事務所の協力により開かれたもので、当日は講師に瀬田実先生（山梨動

物生態研究会会長）を迎え、親子26組58人が参加しました。

　この日は天候も良く、参加者たちは虫捕り網と虫かごを持ち、先生のあとについて森の中へ。

　参加者は26種類の昆虫を捕まえ、先生が説明するその虫の名前や由来、生態などに、真剣に聞

き入っていました。

　この観察会は2時間の予定でしたが、終わる

頃には、「もう帰るの」、「時間が短いよ」とい

う参加者の声が、あちらこちらから聞こえま

した。最後に、子どもたち全員に大きなかぶ

と虫がプレゼントされ、受け取った子どもた

ちの笑顔は、喜びにあふれていました。

　これからも、子どもたちにとって魅力ある

事業を企画、実施していきたいと思います。

■問合せ先　市教育委員会　生涯学習課

　　　　　　青少年育成コーディネーター

　　　　　　☎０５５(２６１)３３３９

　
当
博
物
館
の
開
館
記
念
日
11
月
３
日（
月
）

に
は
、
収
蔵
庫
の
特
別
公
開
や
、
薄
茶
席

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
・「
お
お
む
か
し
の
人
の
絵
」

表
彰
式
、
体
験
教
室
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
当
日
は
入
館
無
料
で
す
。

　
縄
文
土
器
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
を
作
り
、
乾
燥
し
て
野

焼
き
を
し
ま
す
。

■
日
時

○
作
る
　
10
月
19
日（
日
）午
前
10
時
〜

○
焼
く
　
11
月
22
日（
土
）午
前
10
時
〜

■
定
員
　
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）
※
要
事
前
申
し
込
み

※
作
る
日
と
焼
く
日
の
両
方
に
参
加
で
き

る
方
に
限
り
ま
す
。

■
参
加
費
　
無
料

　
縄
文
人
が
土
を
掘
る
と
き
に
使
っ
た
打

製
石
斧
（
だ
せ
い
せ
き
ふ
）
を
作
ろ
う
！

作
品
は
常
設
展
示
し
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
25
日（
土
）午
前
10
時
〜

■
定
員
　
10
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）
※
要
事
前
申
し
込
み

■
参
加
費
　
無
料

　
火
炎
土
器
や
水
煙
文
（�

す
い
え
ん
も
ん
）

土
器
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
作
品
は
、

12
月
８
日
（
月
）
ま
で
の
特
別
展
開
催
中
、

ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
９
日（
日
）午
前
10
時
〜

■
定
員
　
10
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）
※
要
事
前
申
し
込
み

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
描
く
道
具
・
画
用
紙
な
ど
は
、

各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

油
彩
絵
の
具
は
、
館
内
で
は
使
え
ま
せ
ん
。

水
彩
の
方
は
シ
ー
ト
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
来
館
の
際
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
利

用
券
（
キ
ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

　（
土
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
と
そ

の
同
伴
の
方
は
、
利
用
券
提
示
で

入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３



○
石
和
図
書
館

６
日（
月
）・
14
日（
火
）・
20
日（
月
）・

27
日（
月
）�

�
�

○
御
坂
図
書
館

１
日
（
水
）・
８
日
（
水
）・
11
日
（
土
）

【
電
気
点
検
】・
15
日（
水
）・
22
日（
水
）・

29
日（
水
）�

・
31
日（
金
）

○
一
宮
図
書
館

６
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・

27
日（
月
）・
31
日（
金
）

○
八
代
図
書
館

６
日（
月
）・
13
日（
月
）・
20
日（
月
）・

24
日
（
金
）
〜
26
日
（
日
）【
投
票
所

準
備
】・
27
日（
月
）・
31
日（
金
）

○
境
川
図
書
室

５
日(

日)

・
12
日(

日)

・
13
日
（
月
）・

19
日(

日)

・
26
日(

日)

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

６
日（
月
）・
14
日（
火
）・
20
日（
月
）・

27
日（
月
）�

・
31
日（
金
）

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
10
月
９
日（
木
）・
23
日（
木
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
10
月
２
日（
木
）・
16
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

10
月
４
日
（
土
）・
11
日
（
土
）・
18
日
（
土
）・

25
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
・
パ
ー
テ
ィ

　
10
月
30
日（
木
）�

午
前
11
時
か
ら

　●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
10
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
）

●
楽
蔵(

お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
10
月
４
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
会

　
10
月
25
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
（
大
人
の
た
め
の
い
や
し

の
時
間
）

　
10
月
17
日（
金
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
10
月
１
日（
水
）

【
あ
ん
よ
】午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

　（
１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児
）

【
だ
っ
こ
】午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　（
０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
）

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
10
月
11
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
＆
ぶ
ら
ん
こ

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
会

10
月
５
日
（
日
）・
12
日
（
日
）・
19
日
（
日
）・

26
日（
日
）　

　
午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

　
10
月
10
日（
金
）・
24
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

マ
タ
ニ
テ
ィ
の
方
、
生
ん
だ
ば
か
り
の
マ

マ
、
２
人
目
・
３
人
目
を
考
え
て
い
る
方
、

パ
パ
も
一
緒
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会（
通
常
版
）

　
10
月
11
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

10
月
１
日
（
水
）・
８
日
（
水
）・
15
日
（
水
）・

22
日（
水
）�

・
29
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
さ
か
い
が
わ
（
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
お
は
な
し
会
）

10
月
４
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、随
時
お
は
な
し
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も(

乳
幼
児
向
け)

　
10
月
７
日（
火
）�

・
28
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！

　
10
月
11
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
10
月
18
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ�

　
10
月
25
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま
つ
り
・

老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院

な
ど
に
出
向
き
、
年
配
者
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ

れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に
な

り
た
い
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館（
担
当�

石
倉
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９



　毎年恒例の夏まつりが、今年も市内各地で盛大に開催されました。ステージで繰り広げ
られるパフォーマンスや楽器演奏、盆踊りやお楽しみ抽選会など、どの祭りも趣向がこら
され、訪れた人々を楽しませてくれました。　
　今年の夏まつりの風景を写真でご紹介します。

祭りにお越しいただいた皆さんから、祭りに
ついてさまざまなご意見が寄せられました。
市では、これらのご意見を、今後の夏まつり
運営に生かしていきたいと考えています。



仕事や旅行などで、投票日に投票できない方は、期日前投票をご利用ください。

■期間　10月20日（月）～25日（土）

■場所・時間　市役所本庁（南館）　午前8時30分～午後8時

　　　　　　　各支所　　　　　　午前8時30分～午後6時

■問合せ先　笛吹市選挙管理委員会　☎�055（262）4111

全体会議では各地の取り組みを報告

　9月4日、笛吹市内を会場に全国13カ所ある鵜飼事業関係者約150人

が一堂に会して、全国鵜飼サミットが開催されました。

　サミットでは、式典、記念講演に続いて全体会議が開かれ、4市の市長

らが各市での取り組みなどについて報告しました。そして、自然環境

の保全や鵜飼の伝承などについてのサミット宣言が採択されました。

　また、サミット終了後には、市役所前の笛吹川河川敷で第11回石和

薪能の上演と石和鵜飼独特の徒歩鵜（かちう）が披露されました。

薪能の上演　 石和鵜飼を披露

鵜飼山遠妙寺住職
長沢宏昌氏

「もうひとつの鵜飼」

宮内庁式部職鵜匠
山下純司氏

「鵜と鵜匠との語ら
い」（ぎふ長良川鵜飼）
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